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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
か
ら
本
会
並
び

に
母
校
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
伊
吹
山
と
竹
生
島
を
遠
景
に
、
琵
琶
の
湖
面
は
朝
陽
を
浴
び
て
神
々

し
く
煌
め
い
て
い
ま
す
。

　
本
会
に
と
り
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
幸
多
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
で
な
く
、
35
℃
を
超
え
る
猛
暑
日
が
何
日

も
続
き
、
熱
中
症
の
罹
患
者
も
多
数
に
の
ぼ
る
な
ど
、
改
め
て
自
然
の

猛
威
に
困
惑
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
。
何
事
も
な
く
平
穏
に

一
年
間
を
暮
ら
す
こ
と
の
重
要
性
に
感
じ
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
よ
う
に
昨
年
の
始
め
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
蔓
延
し
、
今
も
な
お
感
染
が
収
ま
っ
て
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め

私
た
ち
は
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
う

が
い
、
消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
に

努
力
し
、
会
議
や
飲
食
を
伴
う
会
合
等
も
取
り
や
め
る
な
ど
、
社
会
は

自
粛
ム
ー
ド
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
高
島
高
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
で
は
、
役
員
会
に
お
い
て
、
記
念
事
業
を
1
年
間
延
期
し
、
式

典
・
祝
賀
会
を
本
年
10
月
16
日
（
土
）
に
、
募
金
活
動
も
１
年
間
延
長

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
の
記
念
事
業
部
、募
金
事
業
部
、

記
念
式
典
（
祝
賀
会
）
部
、
広
報
記
念
誌
部
、
事
務
局
会
計
部
の
５
つ

の
専
門
部
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
着
実
に
且
つ
、
万
全
な

準
備
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
式
典
・
祝
賀
会
の
細
部
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
ご
報
告
申
し
上
げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
募
金
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
の
大
変
な
ご
協

力
を
得
て
、
目
標
額
2
千
万
円
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
多
額
の

募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
心

よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
例
年
７
月
に
市
内
で
開
催
し
て
い
ま
す
藤
蔭
会

の
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を
、
書
面
開
催
と
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
事

業
実
績
と
決
算
並
び
に
会
費
納
入
の
減
少
に
よ
る
事
業
の
縮
小
、
重
点

化
等
の
本
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
を
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
た

る
課
題
は
、
１
．
高
島
高
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
施
準
備
の
万
全

を
、
２
．
会
費
納
入
増
へ
の
健
全
化
を
、
３
．
若
年
会
員
の
同
窓
会
活

動
へ
の
参
加
促
進
と
異
年
齢
交
流
の
活
性
化
を
、
４
．
支
部
活
動
の
活

性
化
を
、
５
．
魅
力
あ
る
高
島
高
校
教
育
の
支
援
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
本
部
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
百
周
年
記
念
事
業
を
成
功
裡
に
終
え
る

こ
と
を
当
面
の
目
標
に
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
も
視
野
に
本
会
の
運
営
や

活
動
の
在
り
方
を
見
直
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
会
の
大
き
な
課
題
は
、
会
費
の
納
入
が
年
々
減
少
し
、
母

校
へ
の
支
援
を
始
め
、
多
く
の
活
動
を
見
直
し
、
削
減
、
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
会
費
（
2
年
分 
２
，
０
０
０
円
）
未

納
の
方
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
藤
陰
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
平
素
は
母
校
発
展
の
た
め
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
大
正
９
年
に
県
立
今
津
中
学
校
と
し
て
開
校
し
た
本
校
は
、
地
域
と
と
も
に
発

展
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
地
域
は
も
ち
ろ
ん
国
内
外
で
活
躍
す
る
優
秀

な
人
材
を
、
数
多
く
輩
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
３
月
の
卒
業
生
を
加

え
ま
す
と
、
同
窓
生
は
２
８
，
０
０
０
人
を
超
え
て
お
り
、
昨
年
は
創
立
百
周
年

の
節
目
に
あ
た
る
非
常
に
重
要
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
昨
年
11
月
14
日
に
予
定
を
し
て

お
り
ま
し
た
百
周
年
記
念
式
典
は
、
残
念
な
が
ら
１
年
先
の
令
和
３
年
10
月
16
日

へ
と
延
期
す
る
こ
と
を
、
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
役
員
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
藤
陰
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
記
念
式
典

の
準
備
、
募
金
活
動
の
ご
協
力
、
広
報
活
動
や
記
念
誌
作
成
へ
の
ご
協
力
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
記

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

　
　

創
立
百
周
年
記
念
事
業
を
着
実
に

藤
陰
会
会
長　
　
橋 

本   

源 

之 

助

滋
賀
県
立
高
島
高
等
学
校

校　
長　

 

西　
川　
　
　
朗

新
た
な
百
年
を
見
据
え
て念

式
典
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今

年
の
10
月
に
延
期
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
式
典
が
、
こ
れ
ま
で
の
百
年
の
歩
み
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
百
年
を
超
え
て
、
新
た
な
歴
史
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
を
決
意
す
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
、
百
周
年
記
念
式
典
は
延
期
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
頂
戴
し

ま
し
た
ご
厚
志
に
よ
り
、
現
在
本
校
で
学
ん
で
い
る
生
徒
た
ち
の
教
育
環
境
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
式
典
に
先
ん
じ
て
昨
年
10
月
に
、
電
子
黒
板
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、W

i-Fi

環
境

を
整
え
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
新
調
す
る
こ
と
で
、
情
報
先
端

機
器
を
駆
使
し
、
グ
ル
ー
プ
で
協
働
し
て
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
教
室
を
整
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校
に
お

い
て
は
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
全
て
の
生
徒
に
育
み
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
探
究
を
深
め
る
未
来
の
創
り
手
と
し
て
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、
知
識
を
相
互
に
関
連
付

け
て
よ
り
深
く
理
解
し
た
り
、
情
報
を
精
査
し
て
考
え
を
形
成
し
た
り
、
問
題

を
見
出
し
て
解
決
策
を
考
え
た
り
、
思
い
や
考
え
を
基
に
創
造
し
た
り
す
る
こ

と
に
向
か
う
過
程
を
重
視
し
た
学
習
の
充
実
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
教
育
活
動
を
実
現
す
る
た
め
、
整
え
て
い
た
だ
い
た
学
習
環
境
を
充
分

に
活
用
し
、
次
の
百
年
の
礎
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
決
意
も
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
４
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
普
通
科
単
独
の
高
等
学
校
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
本
校
が
、
新
た
に
「
文
理
探
究
科
」
と
い
う
新
た
な
学
び

の
場
と
な
る
学
科
を
併
置
し
、
２
学
科
の
学
校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。「
文
理
探
究
科
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
系
、
理
系
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
学
際
科
学
的
な
学
び
に
重
点
的
に
取
り
組
む
も
の
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、文
系
の
科
目
と
理
系
の
科
目
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
習
し
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
、
学
問
領
域
を
超
え
て
広
く

獲
得
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
先
ほ
ど
述
べ
ま

し
た
、
こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校
に
お
い
て
、
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
県
内
高
等
学
校
に
お
い
て
初
の
取
組
と
し
て
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て

お
り
ま
す
。

　
藤
陰
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
百
周
年
を
超
え
て
生
ま
れ
変
わ
る
高
島
高
等

学
校
の
新
た
な
取
組
に
つ
い
て
、
熱
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
あ
わ
せ
て
藤
陰
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高島高等学校創立百周年
　　記念事業実行委員会からのお知らせ

　皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は高島高等学校創立百周年記念事業の推進にご理解ご協
力を賜り厚くお礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　
　記念事業部、式典・祝賀会事業部、募金事業部、記念誌作成・広報事業部、会計部の５つの専門部ごとにご努力いた
だいていることにつきましては心より厚く感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　さて、ご存じのとおり、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、手洗いや消毒、マスク着用、距離をとる
など新しい生活様式も推奨され、会議や飲食を伴う会合等も自粛するなど慎重な対応が求められているところです。こ
うした情勢を受け、高校との話し合いの下、役員会で協議し、誠に残念でありますが、本年度実施予定の高島高等学校
創立百周年記念事業の開催を下記のとおり１年間延期することといたしました。

記

１．記念事業の式典・祝賀会　・・・・・・　１年間延期する
　　〇令和２年 11 月 14 日（土）→　令和３年 10 月 16 日（土）
２．募金活動　・・・・・・・・・・・・・　１年間延長する（コロナ対応を行いつつ）
３．記念誌配布　・・・・・・・・・・・・　１年間延期する（式典時に配布）
　　　◎事業部で計画されている募金による生徒の教育に資する先端情報機器の購入は、
　　　　優先実施し、現生徒の活用に寄与することとする。

　なお、本事業に係る各専門部も活動等は、状況を踏まえ無理のないようお願い申し上げます。
　今後とも、本記念事業の推進に向け、皆様のご協力をお願い申し上げるとともに、くれぐれもお身体、ご自愛くださ
いますようご祈念申し上げます。

　なお、皆様からいただきました寄付金をより有効活用させていただく観点から、生徒の教育に資する先端情報機器の
購入については優先実施し、現生徒も活用できるように次の物品を高島高等学校へ寄贈いたしましたのでご報告いたし
ます。

１　寄附品目
（１）プロジェクター一式（EPSON EB-696UT 他）
（２）モバイルプロジェクター 10 台（サンワサプライ PRJ-7）
（３）フォールディングテーブル 40 脚（TOKIO NTA-N750、幕板付）
（４）ミーティングチェア 40 脚（TOKIO JMC-2）
（５）パーティションホワイトボード 12 台（プラス VSC-1217NK）
（６）収納庫（東京鋼器 MST105-OB、MST105-HB）２種　各１台　　　　　　
（７）遮光カーテン一式

２　設置場所　
高島高等学校　第２号館　選択２２Ｂ教室

高島高等学校創立百周年記念事業の式典・祝賀会開催等の延期について
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※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
多
く
の
大
会
が

中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
承
知

願
い
ま
す
。

◆
書
道
部

▽
高
島
市
美
術
展

　
特
選　
田
中
翔
悟　
松
井
智
美

▽
近
江
神
宮
全
国
献
書
大
会

　
献
書
会
賞　
田
中
翔
悟

▽
読
売
高
校
・
一
般
紙
上
書
道
展　

　
佳
作　
宮
澤
葵
衣　
田
井
中
咲
紀

◆
写
真
部

▽
県
高
校
総
合
文
化
祭　

　
佳
作　
前
田
彩
翔

▽
近
畿
高
校
総
合
文
化
祭　

　
奨
励
賞　
前
田
彩
翔

▽
高
島
市
美
術
展
覧
会　

　
青
少
年
美
術
展
賞　

　
山
本
勇
希　
中
村
菜
月　

◆
演
劇
部

▽
県
高
校
総
合
文
化
祭　

　
上
演

◆
柔
道
部

▽
秋
季
総
体　

　
団
体
ベ
ス
ト
８　

◆
陸
上
競
技
部

▽
夏
季
体
育
大
会︵
３
年
生
選
手
権
︶

　
男
子
２
０
０
ｍ 

６
位  

水
越
敬
太

　
男
子
４
０
０
ｍ 

６
位  

水
越
敬
太

　
男
子
５
０
０
０
ｍ 

６
位  

加
藤
空

　
也

▽
秋
季
総
体　

　
男
子
２
０
０
ｍ 

４
位  

前
川
優
飛

　
男
子
８
０
０
ｍ 

７
位  

坂
本
一
真

　
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
７

　
位　
小
川
颯
馬　
山
川
蒼
生　
沢

　
村
隼
紀　
前
川
優
飛　

　
男
子
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー　
８

　
位　
沢
村
隼
紀　
前
川
優
飛　
内

　
田
大
貴　
小
川
颯
馬

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
男
子
）

▽
県
民
体
育
大
会　

　
２
回
戦
進
出

◆
卓
球
部
（
男
子
）

▽
夏
季
体
育
大
会　

　
シ
ン
グ
ル　
３
回
戦
進
出　
釆
野

　
舜
坪　
三
田
村
匠
文　
　

▽
秋
季
総
体　

　
団
体　
２
回
戦
進
出　

◆
卓
球
部
（
女
子
）

▽
秋
季
総
体

　
シ
ン
グ
ル　
３
回
戦
進
出　
宮
川

　
理
奈
子

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
女
子
）

▽
秋
季
総
体　

　
個
人　
1₂
位　
古
武
花
純　
保
木

　
結
菜（
近
畿
イ
ン
ド
ア
大
会
出
場
）

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
男
子
）

▽
秋
季
総
体　
ベ
ス
ト
８

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
女
子
）

▽
秋
季
総
体　
２
回
戦
進
出

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部（
女
子
）

▽
近
畿
高
校
選
手
権
大
会
県
予
選
兼

　
新
人
大
会　

　
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト
3₂　
山
本
里
莉

　
東
谷
こ
は
る 

組

◆
ス
キ
ー
部

▽
全
国
高
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
出
場

　
ク
ラ
シ
カ
ル
・
フ
リ
ー　
松
井
星

　
涼　
岸
侃
弥　
野
﨑
豪　
早
藤
圭

　
希　
山
口
瑠
星

▽
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
出
場

　
ク
ラ
シ
カ
ル
・
フ
リ
ー
・
リ
レ
ー

　
松
井
星
涼　
岸
侃
弥　
野
﨑
豪　

　
早
藤
圭
希　
山
口
瑠
星

　
回
転　
古
谷
ネ
モ

　
大
回
転
・
回
転　
西
村
怜
菜

▽
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

　
競
技
会
出
場　
　
　

　
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
レ
ー　
松
井
星

　
涼　
岸
侃
弥　
野
﨑
豪　
早
藤
圭

　
希　
山
口
瑠
星

　
大
回
転　
西
村
怜
菜

▽
冬
季
総
体

　
男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

　
１
位　
岸
侃
弥　

　
２
位　
松
井
星
涼　

　
３
位　
野
﨑
豪

　
男
子
フ
リ
ー　
　
　

　
１
位　
野
﨑
豪　
　
　
　
　
　
　

　
２
位　
松
井
星
涼　

　
３
位　
岸
侃
弥　
　

　
女
子
大
回
転　
２
位　
西
村
怜
菜

　
女
子
回
転　
　
１
位　
西
村
怜
菜

　
男
子
大
回
転　
３
位　
古
谷
ネ
モ

　
男
子
回
転　
２
位　
古
谷
ネ
モ

◆
ボ
ー
ト
部

▽
夏
季
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル　
優
勝　

　
角
田
沙
月

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル　
２
位　
吉

　
田
光
希　
藪
田
悠
眞

▽
全
国
高
校
選
手
権
大
会
滋
賀
県
選

　
考
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル　
３
位　

　
角
田
沙
月

　
男
子
舵
手
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル　
２

　
位　
松
田
泰
洋　
吉
田
光
希　
山

　
本
陽
路　
島
本
大
翔　
藪
田
悠
眞

▽
滋
賀
県
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル　
３
位　

　
角
田
沙
月

　
男
子
舵
手
付
ク
オ
ド
ル
プ
ル　
２

　
位　
松
田
泰
洋　
山
本
陽
路　
山

　
本
青
空　
水
口
敬
太　
岸
田
侑
己

▽
県
民
体
育
大
会

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル　
３
位　

　
角
田
沙
月

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル　
３
位　

　
藪
田
悠
眞

▽
秋
季
総
体

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル　
３
位　

　
藪
田
悠
眞

　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル　
２
位　
吉

　
田
光
希　
山
本
陽
路
（
近
畿
大
会

　
出
場
）

◆
英
語
探
究
部

▽
県
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

　
２
位　
鳥
居
り
ょ
う
子　
日
詰
も

　
な　
橋
本
真
希　
西
村
ひ
な
た　

　
堀
井
桜
夢

▽
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

　
大
会
出
場

　
２
勝
３
敗
１
分　

　
優
秀
サ
マ
リ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
賞　

　
堀
井
桜
夢

◆
部
活
動
以
外

▽
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
中

　
滋
賀
県
審
査　
優
秀
賞　

　
釆
野
愛
梨　

▽
全
国
高
校
生
読
書
体
験
記

　
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
選　
藤
橋
小
梅　
岩
谷
咲
希　

　
　
　
　
保
木
華

▽
秋
季
総
体　

　
水
泳
８
０
０
ｍ
自
由
形　
１
位　

　
木
谷　
唯
花
（
近
畿
大
会
出
場
）

部
活
動
等
の

主
な
実
績

部
活
動
等
の
主
な
実
績

役　
職

氏　
名

地 

区
卒 

年

顧　
問
増
田　
和
貴

昭
四
四

〃

川
那
邉　
章

昭
四
六

〃

戸
次
威
左
武

昭
三
五

〃

早
川　
邦
美

昭
四
八

〃

横
井　
正
弘

昭
五
八

会　
長
橋
本
源
之
助

昭
三
八

副
会
長
川
那
邉
睦
美

昭
五
三

〃

拝
藤　
助
裕

昭
四
九

会　
計
角
野　
彰
夫

昭
四
二

理　
事
幸
田　
重
徳
湖　
北
昭
五
三

〃

狩
野　
之
彦
マ
キ
ノ
昭
四
九

〃

江
端　
澄
子

〃

昭
四
八

〃

三
田
村
喜
作
今　
津
昭
四
六

〃

仁
賀　
英
子

〃

昭
四
九

〃

繁
田　
　
登
朽　
木
昭
四
二

〃

青
谷　
一
枝
安
曇
川
昭
四
八

〃

三
ツ
矢
隆
敏
高　
島
昭
四
七

〃

横
井
川
千
賀
子

〃

昭
四
九

〃

大
藤　
耕
平
新　
旭
昭
四
七

〃

桂
田
喜
美
代

〃

昭
四
九

〃

春
山　
政
範
大
津
湖
南
昭
四
四

〃

福
本　
武
也
東　
京
昭
三
九

〃

岩
本　
樹
雄
阪　
神
昭
二
八

〃

花
山　
周
三
京　
津
昭
四
〇

評
議
員
福
本　
茂
和
湖　
北
昭
五
三

〃

中
筋　
　
仁

〃

昭
五
三

〃

白
石　
　
剛
マ
キ
ノ
昭
四
九

〃

荒
木　
保
秀

〃

昭
四
九

〃

国
友　
　
一

〃

昭
五
一

〃

篠
原　
政
継

〃

昭
五
一

〃

井
花　
定
樹
今　
津
昭
五
一

〃

森
田　
研
一

〃

昭
六
〇

評
議
員
・
会
計
監
事

北
川
伊
久
男

〃

昭
四
七

評
議
員
高
谷　
和
代

〃

昭
四
五

〃

植
松　
玉
恵

〃

昭
五
〇

〃

泉　
婦
美
子
朽　
木
昭
四
四

〃

松
井　
長
栄

〃

昭
五
三

〃

武
田
恵
理
子

〃

昭
五
五

〃

八
田　
修
子
安
曇
川
昭
五
五

〃

清
水　
安
治

〃

昭
五
四

〃

中
嶋　
政
良

〃

昭
五
四

〃

朽
木　
孝
晴

〃

昭
四
七

〃

拝
藤　
正
彦

〃

昭
四
六

〃

藪
内
ひ
ろ
美
高　
島
昭
五
三

〃

中
村　
久
雄

〃

昭
五
二

〃

赤
水　
新
次

〃

昭
六
一

評
議
員
・
会
計
監
事

小
畑　
雅
巳
新　
旭
昭
五
一

評
議
員
池
田　
敦
子

〃

昭
五
三

〃

武
田　
幸
江

〃

昭
五
七

〃

山
川　
　
隆

〃

昭
四
九

〃

萩
原　
善
信
大
津
湖
南
昭
三
二

〃

藤
野　
早
苗

〃

昭
三
八

〃

竹
谷　
　
格
東　
京
昭
四
八

〃

西
川　
善
吾
阪　
神
昭
三
三

〃

早
川　
辰
男
京　
津
昭
四
九

幹　
事
安
永　
寿
代
学　
校
昭
五
六   

〃

飯
田　
典
子

〃

昭
五
七

〃

三
谷　
忠
義

〃

昭
六
二

〃

岩
本　
和
博

〃

平
二
一

役　
職

氏　
名

〈学校関係〉

校　
長
西
川　
　
朗

教　
頭
北
野　
賢
昭

事
務
長
中
野　
　
剛

藤
陰
会
役
員

（収入の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予 算 額 収入済額 差引額 説　　明
会 費 1,430,000 1,608,814 178,814

入 会 金 1,380,000 1,380,000 0 6,000円×230名
会 費 50,000 228,814 178,814 126名

負担金収入 後 援 会 負 担 金 500,000 0 △ 500,000 賃金負担
繰 越 金 前 年 度 繰 越 金 1,039,265 1,039,265 0
諸 収 入 30,735 34,659 3,924

預 金 利 息 735 9 △ 726
雑 収 入 30,000 30,000 0 志  等
名 簿 販 売 収 入 0 4,650 4,650 １冊

合　　　　計 3,000,000 2,682,738 △ 317,262

（支出の部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予 算 額 支出済額 差引額 説　　明
総 務 費 375,000 202,596 172,404

会 議 費 35,000 23,960 11,040 会議室使用料
交 際 費 70,000 40,000 30,000 各支部総会祝金等
旅 費 180,000 85,140 94,860 各支部総会等出席旅費
需 用 費 20,000 8,680 11,320 消耗品
役 務 費 70,000 44,816 25,184 郵送料、ＰＣ回線使用料等

事 業 費 695,000 490,896 204,104
部 活 動 奨 励 費 310,000 126,000 184,000 全国大会等助成
新 入 会 員 記 念 品 費 185,000 173,276 11,724 卒業証書ホルダー
支 部 運 営 補 助 費 150,000 150,000 0 各支部助成
広 報 活 動 費 50,000 41,620 8,380 懸垂幕

会報発行費 175,000 171,353 3,647
印 刷 費 100,000 99,638 362 藤陰会報発 送 費 75,000 71,715 3,285

人 件 費 賃 金 990,000 0 990,000 事務職員賃金
予 備 費 予 備 費 765,000 89,046 675,954 Windows10 対応パソコン代、設定

合　　　　計 3,000,000 953,891 2,046,109

令和元年度 高島高等学校藤陰会 現況・事業報告
【令和元年７月１日～令和２年６月 30 日】

《令和元年度　現況》
　会員数　　全会員総数 ２９，０２３名
　　　　　　　  うち住所不明者数 ６，１０８名
　　　　　　　  うち物故者数 ３，１３０名
　　　　　　　  うち新入会員 ２３０名 （令和元年３月卒業生）

《令和元年度　事業報告》
１  会議等

令和元年　７月 17 日（金）　会計監査
令和元年　７月 20 日（土）　理事会、評議員会
令和２年　２月 28 日（金）　入会式（※新型コロナウイルス感染防止対策のため中止）
令和２年　４月 15 日（水）　三役会
令和２年　８月 18 日（木）　三役会

２  会員相互の交誼を深めるための事業
⑴会報の発行……
　　　藤陰会報の発行（令和２年２月発行　第 40 号）1,000部印刷
⑵支部活動への運営補助…………東京・阪神・京津支部
⑶校歌、応援歌テープ・ＣＤの貸し出し……３回
⑷藤陰会名簿の販売…………１冊

３  母校と同窓会との緊密化を図るための事業
⑴全国大会等への出場選手に対する激励と助成
　　延べ 31 人（全国大会 10,000 円／８人・近畿大会 2,000 円／ 23 人）
⑵新入会員への記念品贈呈………卒業証書ホルダー　

４  支部総会祝金・旅費……阪神支部・京津支部
《令和元年度　心の教育基金事業報告》
１  会議　心の教育基金運営委員会　令和元年10月30日（水）高島高等学校
２  事業

⑴教育講演等に関する事業　令和元年７月 16 日（火）人権教育学習会『進路保障と人権』
⑵教育図書等の購入　書籍の購入（102 冊）
⑶教育環境の整備に関する事業　海外短期研修への助成

　　・Ｒ元.11.16 海外短期研修事前学習旅費（県立大学 SDGｓ大会）
　　・海外短期研修中止（コロナウイルス感染防止対策）に伴う事前申込取消料

令和元年度  高島高等学校藤陰会  会計決算書

　高島高校スキー部は、創部 80 年近くなる伝統ある部活
動であり、この高島市で地域に根ざしたスキーというス
ポーツを盛り上げてきました。県内にもたくさんの OB・
OG の方々がおられ、インターハイ・国体選手も数多く輩
出してきました。
　昨今では若者のスキー離れが進み、温暖化による雪不足
や、選手の県外流出等もあり、選手が集まらず一時は部の
存続の危機もありました。しかし、OB・OG の方々をは
じめとする周囲の方々からの温かい支援を受け、廃部の危
機を乗り越えることができました。現在は部員７名という
少数ではありますが活動することができています。アルペ

ン・クロスカントリーの 2 種目の選手が在籍しており、近
畿大会での総合優勝、全国大会での上位入賞を目標に日々
切磋琢磨しながら練習に取り組んでいます。
　スキーは自然の中で行うスポーツです。自然と向き合い、
自分自身と向き合い、心静かに感性を研ぎ澄ますことが必
要になります。オフシーズンの方が長く、地味で辛い練習
に取り組むことも必要ですが、根本にあるスキーを「楽し
む」ことを忘れずに取り組んでいきたいと思っています。
2025 年には滋賀国スポ大会を控え、県からは強化拠点校
の指定をいただいています。これまで高島高校の選手が全
国大会で入賞したことはありませんが、歴史を変えるべく、
高い目標をもってこれからも励んで参ります。今後とも応
援をよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　【スキー部顧問　岩本　和博】

部活動だより

※会費については、２年分を一括で納入いただいているため令和元年度は少額となっています。


